
　1．投稿内容について
　　作業療法の学術的発展に寄与する論文とし
て、「総説」、「研究論文」、「実践報告」、「事
例報告」、「短報」（以下、論文）の投稿を随時
受け付けます。ただし他誌に発表された論文、
または投稿中の論文はお断りします。

　2．倫理的事項について
　　著者は、著作権や研究対象者の人権の尊重に
努めて下さい。また、論文に関連する企業や営
利団体等との利益相反（ＣＯＩ）のある場合は
明記して下さい。

　3．著者について
　　筆頭著者は原則として県士会会員に限ります。
共著者は本会会員でなくても構いませんが、作
業療法士の場合は本会会員であること、当該年
度（投稿時）の会費を納めていることを条件と
します。なお著者の数は原則として５名までと
します。

　4．論文の種目と長さについて
　　論文の種目と長さの基準は以下の通りです。
なお、表題頁、要旨と英文要旨、は規定枚数に
は含まないものとします。

　①総説：作業療法および作業療法関連科学の特
定のテーマについて、過去の研究を概観し、
将来的展望を視野においた組織的な論評およ
び総括。論文の長さは、本文、文献、図・表
合わせてA４用紙（20字×20行）32枚以内と
し、図・表は10点以内とし１枚に１点を配置
する（用紙1枚分は本誌の1/4頁に相当）。

　②研究論文：実験、調査、臨床経験、理論研究
などから得られた独創的で斬新な知見を含む
結果の考察および記述。論文の長さ、図・表
は①に準じる。

　③実践報告：特色ある作業療法実践に焦点を当
てた報告。治療手段としての活動、道具（自
助具、遊具、生活用具）、情報、アイデアの紹介。
論文の長さは、本文、文献、図・表合わせて
A４用紙（20字×20行）24枚以内とする。図・
表は５点以内とし１枚に１点を配置する。

　④事例報告：はじめに、事例呈示、結果、考察、
結語などでまとめて下さい。論文の長さと図・
表は③に準じる。

　⑤短報：独創性のある所見、見解の速やかな発
表を期待するパイロット的研究報告。後に詳
しい「研究論文」として書くことが期待され
る。論文の長さは、本文、文献、図・表合わ
せてA４用紙（20字×20行）８枚以内とする。
図・表は１枚１点以内とする。

　5．執筆要領について
　　後出の「執筆要領」に従って下さい。
　6．採否について
　　原稿の採否は学術誌編集委員会において決定
します。場合により、加筆、修正をお願いする
ことがあります。また編集委員会の責任におい
て、多少の字句の訂正をすることがあります。

　7．再投稿について
　　修正後再査読の論文は６ヶ月以内に再投稿し
て下さい。それを過ぎた場合は新規投稿として
扱われます。

　8．別刷進呈について
　　各論文の筆頭著者に別刷30部を進呈します。
　9．投稿の手続きについて
　①執筆形式の確認：後出の執筆要領にそってい

ることを確認してください。
　②投稿の方法：論文は３つのMS-Wordファイ

ル（表題頁、要旨と英文要旨、本文と文献）と、
図・表は１つの図や表ごとに１点ずつのファ
イル（PDFファイル）とし、メール添付で
以下のアドレス宛に送付して下さい。

　③投稿の承諾
　　自筆署名・押印後の学術誌「作業療法おかや

ま」投稿承諾書は、PDFファイルで原稿と
同様に送付して下さい。

　岡山県作業療法士会学術部学術誌編集委員会　
　E-mail otokayama@gmail.com

＊掲載された論文の著作権（著作人格権、著作財
産権）は著者に帰属します。著者は（一社）岡
山県作業療法士会へ、同士会が公益事業に役立
てるために行う掲載論文の複写・複製・翻訳・
翻案・要約・電子化・公衆送信および第三者へ
の転載許諾の権利を譲渡するものとします。
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　1．論文はMS-Wordで作成し、A４横書き20字×
20行（印刷の向きは縦）に書式設定してください。

　2．論文は、表題頁、要旨、本文、文献、図・表
から成るものとします。また必ず英文要旨をつ
けて下さい。

　3．表題頁には、論文種目（研究論文、実践報告
など）、表題、著者名（５名まで、「投稿規定」
３を参照）、所属、キーワード（学術誌「作業
療法」第35巻第６号掲載のキーワード集より
３～５個）を記載して下さい。また同じ頁に、
これらに対応する英訳をつけて下さい。

　4．すべての論文に300字以内の要旨と100～250
ワードの英文要旨をつけて下さい（短報、実践報
告の場合も同じ）。英文要旨は、著者の責任にお
いて、適正な英文原稿を提出して下さい。なお、
学術誌編集委員会では英語を母国語とする人に英
文の点検を依頼していますので、委員会の責任に
おいて、英文を変更させていただくことがあります。

　5．論文の本文は、原則として、はじめに、方法、
結果、考察、結論が明らかになるように書いて
下さい（特に「研究論文」の場合）。また、原
稿には頁番号をつけて下さい。

　6．文章表現は以下の点に留意して下さい。
　①現代かなづかいとし、数字は算用数字、数量

は国際単位系（S I単位）記号を用いる（例；
m、cm、mm、ml、kg、cm²など）。

　②外国人の人名には原語を用い、活字体で明瞭
に書く。

　③学術用語はできるだけ訳語を用い、必要に応
じて（　）内に原語を入れる。日本語化して
いるものはカタカナとする。

　7．倫理上の配慮について
　　論文として掲載される研究は、調査・研究の倫
理的原則に従ったものである必要があります。投
稿者は研究対象者の権利を尊重した表現を行う義
務があります。編集委員会は、必要に応じて、こ
れらの事項に関する証明を投稿者にお願いするこ
とがあります。なお倫理審査を経ている場合は、
承認番号（ない時は、承認年月日）を記載して下
さい。また、利益相反（ＣＯＩ）のある場合は、
本文の最後（文献の前）に明記して下さい。

　8．引用・転載について
　　論文作成にあたっては、著作権についての配慮
を行って下さい。論文中に他の著作物からの引用
を行うときには、その出典を明記して下さい。ま
た、引用の範囲を超えた「転載」には、著作権者
やその著作物の出版社の許諾が必要です。論文が
掲載されるために必要となる「転載」についての
手続きは、投稿者が責任を持つこととします。

　9．文献リストは引用文献のみとし、著者の姓の
ABC順または引用順に配列して下さい。著者
名は、５名までを記載し、６名以上は“他”とす
ることを原則とし、表記の形式は以下の例にな
らって下さい。
【雑誌の場合】著者：論文タイトル．雑誌名 巻
数（号数）：開始- 終了ページ，発行年．
【書籍の場合】
［和書］著者（訳者・訳）：章タイトル．書籍の編者・
編または監修者・監修，書名（巻数）版数，出版社，

発行都市，発行年，pp.（開始-終了ページ）ま
たは p.（単ページ）．
［洋書］著者：章タイトル．書籍の編者・編ま
たは監修者・監修，書名（巻数）版数，出版社，
発行都市，発行年，pp.（開始-終了ページ）ま
たは p.（単ページ）．
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10．図・表は次の点に留意して下さい。
　①図は白黒で印刷されるので、鮮明でそのまま

製版できるものを準備する。ただし、カラー
印刷の希望がある場合は、学術誌編集委員会
へお問い合わせ下さい。

　②写真（図として扱う）は、カラー写真より白
黒写真の方がきれいに仕上がる。トリミング
を工夫する。

　③図・表はすべて表題をつけ、それぞれを本文
とは別にまとめる。図・表は必要があれば説
明文も入れる。

　④本文中および欄外に図・表の挿入場所を明示
する。

　⑤引用・転載の図・表は、それぞれの出典を明
記する。
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